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ればならないであろう。
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死・中有・再生による成覚論
|『
Amnayamaiijari』におけるI
もし我々が悟り・解脱（の境地）とは何かと問われるならば、所詮、不可能なことながら「飽くことのない渇愛
（煩悩障）と真実に対する無知（所知障）のために苦によって逼迫された状態から、
完全に解放されている境地に
達したこと
」であるとでも、
要約して答えることができるであろうか。
そして、
この様な境地が幾生も生存を経て努力精進を重ねる、
例えば四双八輩などの行程（道）をもっ
てしては
じめて得られるものであるならば、
過去・現在・未来に積み重ねられる福徳・智慧がその修行者にとって解脱のた
めの資糧となりう という保証がなければならないであろう。
云い換えれば、
生まれ変り死に変っても存続してそ
の資糧 結果を引き継いで くものとして
その修行者の。ハーソナリティの如きものが何らかの形で認めら
れ
なけ
この課題は、
人間の善悪の行為がその人の未来の生に楽苦の果をもたらすあり方で生存を繰返えすものであるとアジア諸地域における解脱 救済
磯
田
熙
四五六
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四五九
（所知）障を持っている
は他所に
に依って腹に顔を向ける。
女のそれあるい
は男のそれ
となったものの貪
欲を
もって入住する
と、
住処に応じて
(11) 
後に中性（非男非女）とな 」
等と説明し、
次いで
四種の
入胎
に触れ、卵生は鶏や孔雀な
どとある種の人間達で例えば鶴か
ら生まれた世羅(s
ai
, 
la
, 
brag)
や郡波世羅
(Upa翁ila
,
号'brag)、
鹿の母(M
:rg
ara
, mat:r
, 
ri 
dags 
l,ldsin 
gyi 
ma)の三十二子
、般
遮羅
(Pancara
, 
lria-len)王の五百子の如きである。
胎生は人間、
牛、
馬などとある種の餓鬼である。
湿生は蜂などとあ
る種の人間達
例えば曼駄多(Ma:fidh
atr
,
na 
las 
nu)や遮慮(Caru
,
mdses 
pa)や郡波遮慮(Upacaru
,
fie 
1 mdses)や鵠
霊(Ka
po
tamalini
, 
Thi 
, pa];ii 
phreii 
ba 
can 
ma)や蓄羅衛(Amrapali
,
A , 
mra 
, skyoii 
ma)
等の如きである。
化生
は
支（四肢）や節（鼻、
顎など）す
べて
を
そ
なえており
一時に
生ずる、
諸天や
地獄、
中有、
ある種の餓鬼、
龍やガン
ダルヴァといった
ある種の傍生、
劫初の
人々
(bskal
pa 
daii 
po 
pa];ii 
mi 
rnams)であり、
この化生が一切の生処
のう
ちで最高である等と述べている。
これらの内容が先にも
述べた様に『倶舎論』等の記述をそっくり忠実に踏襲
したものである
こ
とは注
(6)に示した『倶舎論』本文中に、
ほとんどの
対応を見
出しうることから
も明ら
かで
ある。
次に、
同書第四章には大乗菩薩の歓喜等の十
地と胎児の十位とが対応させて述べられている。
この
説は云う
まで
(12)
（13) 
もな
く世
親の
『十地経論』に説かれ、
『解深密経註』
にも
触れ
られているものであるが、
(14) 
『十地経論』を引用しているか
ら、
これも前者に依った
のであろう。
「そ
こで、
胎の段階
に似
て諸菩薩
の十地の段階が知
られ
るべきである。
これらの地
は
からである。
出生の段階に似るものとして仏の位
がある、
何故な
ら果の成満を取得して
一切の
所知の行境をそ
死・中有・再生による成覚論（磯田）
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第七章
後の五相現等覚を述べる皿ー四は、
四六
「内外の一切法は一心の所産で
れるが、
Ilの―――から皿の四まで即ち通し番号で第七から第十二章までは一中根と鈍根の者達の究覚
次第は生起次第
を順次
と一時とに修することを前提にして修せられるべきである、
といわれ（
これら六章は）究覚次第を現前する
(19) 
為の方便
である
生起次第の修習を明らかにする」諸章である、
即ち生起次第を説く二つの章に二様
に五相現等覚が
Abhayakara
は
前のII五智の現等覚IIについて、
「因としての四智にも大楽の信解はある、
まさにそれ故にこれは因の金剛持と
云うべきである。五現等覚にお
するのであって、
金剛持の生
起といわれることにより、
それこそが実と
しての五相現等覚である。それはこA
では、
無我母
(Nairatmya)
とHer
.uka尊のmaJJ.c;lala
として示される。•…••他の諸タントラに、
月などの順
(20) 
序で五相現等覚が説かれるが、
それは大楽のあり方としての教示(upadesa)ではない。」
と説明している。母タントラの注解であることからすれば当然のこと
である
がこ
A
に、引用される五相等覚はReva
, 
jrarnaI).<;l.ala
の生起に用いられることになる。
「世
尊
金剛薩唾の成就と他の諸成就法はマンダラを前提にしてあるとされ、
(21) 
所修のマンダラに似た書か べきマ ダ を説明する」 に始まるが、
続いて、
あり心を離れてはない。所取がなければ能取としての心もない。
また一切法は自性情浄即ち不生であるからである、
心も同様である、
と勝義菩提心を述べ、
次に、
(22) 
閣
）
の無間に所修を説く」として、
「空性と慈悲の無区別の自心」をもってこの五相現等覚が修せられるべしと述
死・中有・再生による成覚論（磯田）
いても大楽の信解がある、
述べられて るのであ 。
「空性菩提・死の無間に中有・菩提心の種子を摂るために、
家（重
まさにそれ故に女尊との
sa:rp.puta
(相合）によって大楽現等覚をまさに円満成就
第三篇
発趣の二発心、
及び
(+）地は同類のものとして特
べる。Abhayakara
は五相現等覚を説く本文に逐語的な注
解を
加えた後に次の様に述べている。
け「『十地経』には次の様に説かれている、
(23) 
示し満足せしめるべく」と。これによって、因の清浄は広大なる仏の境に入ることを現起することによって、
「広大なる仏の境に通達し、意楽に応じてすべての有情に（それを）
また、果の清浄は意楽に応じて有情に説示し満足せしめることによって、即ち智と力 によってあ
る、
と説い
過去の有(l).das
pal).i 
srid 
pa)の段階に似て諸菩薩の資糧地がある、
正しく集
める点で同類であるからである。この場合は布施等
の福徳の積集であり、過去の有においては諸々の
善・
不善である。死と現前に結びつく段階に似て信解行地がある、何故なら真実を決択することと結びつく性
質のものであるからである。その
次に、過去の有
を捨てて中有の段階（のそれ）に似て加行の階位の辺際近く
の刹那に（それを）捨てて辺際 刹那を本性とする歓喜地の無間逍の段階があ 。その次に中有としてあった様な色（形）を捨てて引き続き胎の段階に似て諸菩薩
の無間道
を捨てた次の十地の段階があると知るべきであ
る、何故ならこれら(+)地は障凝を伴っているからであ
る。
出生の段階に似て仏の位がある、何故なら果の
成満を取得してすべての行境 各々感受す からであり、出生はすべて 根の行境を各々感受すること よってあるからである。それか 胎児等の出生
の段階に似て化身・尊の現
出の階位がある。そのうち、胎中の段階
である十位は、精子の体の段階等（の前述の十位）
(24) 
徴づけられるべきである。」 ているのである。
その様に、
アジア諸地域における解脱と救済
で
ある。これらと歓喜等の
以上
の様に、過去の生
から、
死・
中有・
入胎、出生のサイクルを、資糧・
（信解行地）加
行・
歓喜地の無間道
（世
第一痴）、十地•仏位に配して解釈しているのである。この実践階梯は『入法界品』の誓願、
四六
何故なら
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有の段階に似ている。
gandharvaが入
（胎）
して融化してから、
四六
種子の文字が転変した段階は胎中の位に似
の時 空性に入る等によって、
五相現等覚より、
『現観荘厳論』の二十二発心に配せられる波羅蜜（大）乗の道体系における、
1資糧地（初業者の地）、
II加行（信
解行地、
順決択分）、
III+
地（
見修二道）、
N勝進道、＞仏地の五位に当て
るこ
とができよう。
更に、
⇔「それぞれを信解する場合にも同様である、
何故ならこの場合も自分の胸の種子の光によって招請した如来等
を供養する等によって福徳資糧の地である。
その次にII空性に入るIIは加行の段階である。
それか
らその段階
るい
は三文字の段階かあるいはある場合にはまさに
nada
のみで
あるが、一――つの場合共に身・語・心を生起す
るからである。
空性一――昧としての死に引き続いて文字の色（形）とその所摂の
nadaの色
（形）
としてのgan
ー
dharvaは他の諸タントラに説かれている
。種
子等の文字とnadaは多様に生起せ
し
められる尊の生処である
からであ 、
現出するであろう有(bhava)の段階であるからである。
従ってgandharvaのあ がままのそ
の
自性を捨て、引き続 て胎の段階に似て、
種子より生じた自分の依処
（体）
に住する種子を持った印相の段階
である。
ある場合には印相のない種子の段階がある。
そしてまた、
有(bhava)のあるがままに似て因の金剛持
の段階がある。
まさにそれ故に、
こ4でも密意して
(『S
arp.puta
tantra』に）
説かれる、「十ヶ月は
(+） 
地。
有情は十地の 在者」と。
その成満した尊の御体はまた果の金剛持の段階であって
、出
生等の段階に似ている。
この建立 また何時でも尊が融化して ない場合であ 。何時でも十六臀やM
anju
v
aj
ra
等の融化してい5ぞ
乃至、gandharvaが入
（胎）
する以前のすべての段階は中
ている。
その時この二段階は因の金剛持の段階である。
その次にそれが転変した身は出生の段階に似ている。
を捨ててからは中有の階位に似ている、
ある場合には赤色の二文字HOI;Iの中に入れた種子の文字の段階あ
????????、????、
???
???????????????
（???）???????????。????????????????????????????????
? ? ?
???????。……」「??????????、???????っ?????????????????????。?????????、??? ――????????????????っ???????????????????
?
???? ??、 ????
????????
? ? ?
????????、????????。?????
?? 、?? ??? っ? ????、?。」「??????、?????? （ ?
?????
??????????
??
? ?
?????????????????????????????
?? ???? （ ） ?、 ?。……?
? ? ?
?? 。」
? ? ?
???????。????、??
?
? ? ? ? ?
? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
?????????????
?? ? ? ??????????????????。
??、
???
? ??
???
?????????????（??）
? ??
???
??、?
??
? ? ? ? ? ?
???『
?
???
? ? ? ? ?
』 、 『
? ? ? ? ? ? ?
』???????????????
『???』??????????
?
??????????????。
??????????????????????、?????『
? ? ? ? ?
』?、
??????、?
??????????（??）???（???）???（??）
?） 、 ?、 ?????（????）
?????ー?????（?
????????????、???（?????）?????
? ? ?
?（ ? ） ? ??? ?
? ? ?
??
? ? ?
? ? ?
? ?
? ? ?
? ? ?
???、???
??、? ? ?
? ? ? ? ? ?
??????
??
? ? ? ? ? ?
??????????????????。
????、「???????????」『???』?ー?、『?????????』????。?
? ? ? ?
? ? ? ?
? ? ? ?
? ? ? ? ? ?
? ?
? ? ?
? ? ? ?
』
???
? ?
???
??
???『????
????』???
?
― ?
ー??。
『?????』???、????、???
??
?
? ? ? ?
? ?
? ? ?
? ?
??
?
???、???? 、?? 、
??
? ? ??
撼
111頴
I>--.
·�
! 吋
悔華
蝉
且
将
お
心
眺
茎
,.1J
裾
燃
回
K
K
(LD
)
 A
, W
aym
an; T
he 
Interm
ediate-state dispute in 
B
uddhism
, 『
B
uddhist
S
tudies in 
H
onour of I. B
. 
H
orner』
197 4 , p p. 2
2 8-29 . 華
ヨ
抵
認
「
丑
瞬
柴
�
+
11
似睾
囮
棠
藁
」
兵
1
-
1
回1
(jm(
(『
�
�
瞬
妻
恥
』
）鈴
匪
゜
( c.o
)
『
A
bhidharm
akoshabha�ya
of 
V
asubandhu』
ed.
1by P
. 
P
radhan 1967, p. 118, I. 19-p. 131, I, 2, ( ed, by S . D
・
Shastri, 1971, p. 401, 1 , 4-p . 4 35, L
 8.)『
匡
揺
痢
濫
卓
伽
纏
』
痢ぐ
回 1
1
心 一
回
＜
炉
゜『
匡
盛
痢
幽
恙
如
藁
纏
』
網
く
,.
1
 -K
共
ニ
ー
1lQ
}tj
 ro
゜
( I:
-)
 『
Y
ogacarabhum
isastra』
ed.
by V
. B
hattackarya, 1957, 『
倭
忌
垣
華
縄
』
瑯
撼
1
,.
米
国
1
11
0"
11
<
11
か
—
(.)
゜『
B
odhi­
sattvabhum
i』
ed.
by U
. W
ogiharar, pp. 390- 91. 匡
『
掛
嘩
国
』
米
P-=l
1 11
 O " }tj
ギ
〇
心
紳
゜
(00
)
塞
ヨ
抵
詔
毎
瞑
鬱
( O')
) 
熙
田
翫
来
赳
「
T
antric
B
uddhism
旦
蒋
芯
�
-<
巨
捻
出
」
『
娯
苦
-K
.
料
・賦
繹
癖
』
ギ
"
111
11
早
ー
11
回兵
嵐
゜
胆
＃
腔
廿
『
小
，，(�
,.L.
 恕
�
�
囲
e
瞬
辻
』
匿
品
回兵
母
"
11
111
ー
11}tj
 (1
 1
背
1
回
共
嵐
） ゜
ぼ
）
「『
M
unim
a tala:rp.
kara』
込
。
江
」
『
岳
専
町
』
29-2 ,
pp. ( 95) -( 94)
゜
（
口
） 『
M
unim
a tala:rp.
kara』
D
.
N
o. 3903, fol. 116 a
2- b
2, P
 N
o. 5299 fol. 133 a
8-134 a
2. 
ぼ
）
D
N
o. 3993 fol 112 a
7-b
4, P
N
o. 5494 . fol. 142 b1 -
7・『
＋
華
澁
渥
』
米
田
11
K"
1
11
早
,.0
0
ぼ
） 『
S ai:p.
dhinirm
ocanasutra-vyakhyana』
D
N
o.
4358, P
N
o. 5845, fol.. 305a口
．
c;::
)
『
M
unim
atala:rp.
kara』
D
fol.
175 b3, P
fol. 22 6 b見
(�
)
『
M
unim
a tala:rp.
kara』
D
fol. 2 33 a
紅
6,
P
 fol. 309 a
5-b
2. 
ぼ
） 『
入
m
nayam
afijari:』
D
N
o. 1198, fol. 103 a
7, P
N
o. 2 328, fol. 115 a. 
(�
)
 『
S a:rp.
put a
tantra』
�
S kt.
M
SS坦
齢
塁
頸
嘩
韻
�
11
怜
（
釜
趣
皿
睾
N
os,· 42 7,
428)
 ,.lJ
゜＜吋
囲
咀
区
緯
涯
堰
釘
1
怜
( N
os,
147, 148)如
王
�
,.
心
(�
,.L.
晦
羞
迂
D
N
o.
381, P
N
o. 2 6
如
王
勾
岱
弘
�
�
足
゜
①
 
①
 
adarsa jfiana va:rp.
scandral;l sam
a ta jfianasa ptasa ptika:rp.
 / 
/ zla ba m
e-Ion ye-ses ldan // de bshin m
fiam
 fiid ye-ses fiid 
/
 bijais 
cihnarμsvadevasya pratyavek$aI).am ucyate /
 
/
 rail 
lhal;li 
sa-bon p
h
y
a
g
 m
t
s
h
a
n
 ni // so sor 
rtog par brjod par b
y
a
 /
 
②
 
sarvairekam anu$thanarμbimbani$pattil;l suddhital;l /
 
(1) 
/
 th
a
m
s
 cad gcig gyur nan-tan iiid // gzugs briian rdsogs par d
a
g
 pal;lo /
 
a
k
a
r
a
r
μ
b
h
a
v
a
y
e
t
 paiicavidhanail;l kathitair 
budhal;l // 
/
 mk
h
a
s
 pas cho-ga gsuils. p
a
 ni /
 / rn
a
m
 pa. 
lila 
p
o
 b
s
g
o
m
 pair 
b
y
a
 /
 
①
 
P1, 
ovamstubhaskarah . (see 
note 
16 
mfi.am 
nid ye-ses 
bdun bdun pa/) 
②
 
P1, 
omits suddhi, 
(1) 
P
 ;
 pa. 
See. 
A, W
a
y
m
a
n『T
H
E
B
U
D
D
H
I
S
T
 T
A
N
T
R
A
S』
1973,
III, 15, T
h
e
 Five-fold Ritual S
y
m
b
o
l
i
s
m
 of Passion, P. 212. 
ぽ）
/
 tatas tad eva svacittam anena prak:rtiprabhasvare /
 na
 rutijaptena m
a
n
t
r
e
n
a
 candramaI).<;lalakareI).a pasyat/ 
de nas rail 
s
e
m
s
 de iiid 
l;ldis /
 / rail 
bshin gyis ni J;iod 
gsal b
a
 /
 / l;ldod 
pal;li 
snags 
kyis 
bzlas pas ni /
 / zla bol;li 
dkyil-l;lkhor 
r
n
a
m
 par blta /
 
orμcittaprativedharμkaromiti /
 
orμci-tta-pra-ti-ve-dharμka-ro-mi /
 
①
 
/
 ghana-maI).<;lala-mahasuddham a
k
a
s
a
m
 iva nirmalarμ// sarvado$a-vinirmuktarμvikalpapahararμpararμ/ 
/
 tshogs kyi dkyil-l;lkhor 
che d
a
g
 p
a
/
/
 nam-mkhal;l lta 
bur dri-ma m
e
d
/
/
 yid gnis 
k
u
n
 las 
r
n
a
m
 par grol 
// m
c
h
o
g
 tu r
n
a
m
 par rtog p
a
 J;ijoms /
 
①
 
巧，
daurmanasya
for do~a. 
②
 
③
 
④
 
/
 sarvaklesamalasuddharμcandravadd:r$ta-purvakarμ// sarvabuddhaguI).ahy atra pravisanti A-kara adi-rupeI).a /
 
(1) 
／豆
on-moils
dri-ma t
h
a
m
s
 c
a
d
 d
a
g
 /
 dail 
p
o
 zla-ba ltar 
bltas nas // sails-rgyas 
k
u
n
 gyi 
yon-tan 
J;idir // A-sogs 
gzugs kyis J;ijug 
par J;igyur /
 
聡
ギ
憐
起
・
廿
把
・
眸
剣
込
吋
肉
堡
飼
纏
（
緊
田
）
且
1(-;J
撼
111擁
!'--~\ !
'
-
-
泄
裁
器
旦
蒋
お
心
眺
塞
心
涵
燃
A
 A
 I
 I
 U
 U
 R
 R
 L
 L
 E
 A
I
 O
 A
U
 A
M
 AI;I 
A
A
.I
I
U
U
~
~
~
 じ
E
A
I
 O
 A
U
 All:{ 
AI:I I
 I 
kid:rg gul).avisi~tarp. bhagavarp.s candra-mal).<;lalarp. // 
b
c
o
m
 ldan zla ba];li 
dkyil-];lkhor 
gyi // yon-tan k
h
y
a
d
 par ji 
ltar 
lags/ 
②
 
Ti, 2, maJJ-qala:rμfor purvak:rμ, 
③
 
P1, o
m
 pravisati, 
④
 
T
 1, 
2, 
o
m
 adi, 
(1) 
P, yi 
for sogs. 
b
h
a
g
a
v
a
n
 a
h
a
 // 
/
 bcom-ldan l;ldas 
kyis bkal;l 
stsal 
p
a
/
 
回
K
<
tryasuram udararupiJJ.al;l 
sarvabuddhagu]J.alayarp. // ete 
A-karadirupeJJ.a buddhaguJJ.al;l pravisyamanal;l /
 
/
 gru g
s
u
m
 rgya-chen ran bshin c
a
n
/
/
 sa:ris-rgyas 
k
u
n
 kyi yon-tan gnas // l;ldi 
ni 
A-Sogs gzugs ni // sans-rgyas 
yon-tan J;i.jug 
par l;lgyur /
 
⑤
 
⑥
 
Sphatikendu sarp.nibhal;l 
tadupari prak:rtiprabhasvaracittasya 
sphitikarana-hetor 
a
n
e
n
a
 
mantreJJ.a 
bodhicittam 
utpadayet mantri 
(2) 
/
 sel 
da:ri 
zla-ba lta 
bur ni // de yi sten d
u
 l;ljug 
par J;i.gyur // s
e
m
s
 ni 
ran bshin 
J;i.od 
gsal 
b
a
s
/
/
 d
e
 fiid 
dgal;l 
bar b
y
e
d
 pal;li 
rgyu // snags pas l;ldi 
yi snags kyis ni // byan-chub s
e
m
s
 ni skyed par b
y
e
d
 /
 
⑦
 
orp. 
bodhi 
(cittam〕
直
p
a
d
a
y
a
m
i
/
 
orp. 
bo-dhi-ci-tta ut-p
ふ
da-ya-mi
/
 
⑥
 
P1, o
m
 tadupari, 
⑥
 
P1, o
m
 mantrena, 
⑦
 
T1, 2, 
o
m
 cetta. 
(2) 
P, l].di. 
kiyanunayasarp.bhutarp. satvanugraha-karakarp. /
 
/
 byas pal;li 
rjes 
su r
i
m
 l;lbyun 
b
a
 // s
e
m
s
 c
a
n
 rjes 
su l;ldsin 
p
a
 p
o
/
 
/
 sarp.pfirJJ.JJ.ah 
kusalair ddharmmail;l sarvaklesa-nisumbhanarp. /
 
/
 dge ba~i chos kyis y
a
n
 d
a
g
 g
a
n
 /
 /豆
on-mons
thas-cad Iies 
par gnon /
 
/
 candra-maJJ.9ala-madhye tu bodhicandra:rp. 
dvitiyaka:rp. // at!Uapi 
taraka~kareJJ.a buddhaguJJ.a~K
A
-karadiru-
peJJ.a 
pravisanti pratibimba-yogei;ia // 
/
 zla-ba~i dkyil~khor dbus su ni // b
y
a
n
 c
h
u
b
 zla b
a
 gfiis 
p
a
 can //~
d
ir y
a
n
 skar 
m
a
~i r
n
a
m
 pas ni // sans-
rgyas yon-tan KA-sogs kyi // gzugs kyis gzugs brnan lta 
bu:tJ.i // rn
al-~byor gyis 
ni~jug par~
gyur /
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H
A
 J
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負
A
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 TA
 T
H
A
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?
H
A
応
A
I
 T
A
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H
A
 D
A
 D
H
A
 N
A
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 PA
 
P
H
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A
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H
A
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A
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A
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A
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A
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A
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$
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⑧
 
T
釦
o
m
k~a. 
⑨
 
etat sarva-maI).<;lalavidhanam anya-tantre!;Jfiktarp. // tatra m
a
d
h
y
e
 paficasucikarp. sitarp. 
sakiraI).arp. 
samantrabh-
⑩
 
adracittotpadasya d:r<;lhikaraI).ahetor 
atmanarp. vajrabimbarp. vibhavayet anena mantreI).a // 
l;i.di 
yi dkyil-l;i.khor 
co-ga k
u
n
 I
 I rgyud ni gshan d
u
 m
a
 gsu.ris 
so I
 I de la 
dbus su rtse 
l.ria 
p
a
 I
 I l;i.od 
zer dkar p
o
 
(8) 
bcas p
a
 fiid I
 I ku
n
 tu bzaI). 
po];i.i 
s
e
m
s
 bskyed pas I
 I brtan pa1r 
b
y
e
d
 pal;i.i 
rgyu 
yi 
phyir I
 I bd
a
g
 nid 
rdo-rjel;i.i 
gzugs brfian d
u
 I
 I l;i.di 
yi snags kyis b
s
g
o
m
 par bya~I 
⑨
 
T1, 
2, 
師
．
⑩
p1, 
o
m
 bimba:rp.. 
(3) 
P, 
pa. 
Orp. 
ti!;ltha 
vajra ti 
bodhicaryyam anuttararp. I
 I 
I
 orp. 
ti-!;ltha 
va..:jra I
 bya.ri 
c
h
u
b
 spyod p
a
 bla-na m
e
d
 I
 
tasya bhumil;i. subodhye yarp. 
jfiana-suddharp.m anasravarp. I
 I 
I
 de ni rtogs p
a
 l;i.di I
 I ye
令
es
d
a
g
 p
a
 zag p
a
 m
e
d
 I
 
撼
判
叫
~
-
廿
檸
・
眸
赳
且
吋
心
怪
綜
纏
（
惑
田
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回
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卜
か
卜
漉
華
掛
且
弁
お
心
眺
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回
ギ
〇
ca
n
d
ra
- m
a
l)
(J
a
la
-m
a
d
h
y
e tu
 v
a
jra
fi
 ca
iv
a
 n
irik
�a
y
et // 
sa
k
a
ra
k
a
sa
d
h
a
tu
 sa
m
a
v
a
sa
ra
l)
a
-p
ra
m
a
l)
a
:rp.
 
/ zla
 b
a
l;l
i d
k
y
il-l;l
k
h
or 
d
b
u
s su
 n
i // rd
o-rje Ii
es 
p
a
r 
b
rta
g
 
p
a
r 
b
y
a
 // n
a
m
-m
k
h
a
l;l
i 
k
h
a
m
s 
n
i 
th
a
m
s 
c
a
d
 
k
y
is 
/ /
 t sh
a
d
 d
u
 y
a
ii
 <l
a
g
 g
a
ii
 b
a
 y
i / 
v
a
jra
-v
ig
ra
h
a
m
 a
tm
a
n
a
:rp.
 b
h
a
v
a
y
et m
a
n
tri / 
I rd
o-rjel;li·lu
s k
y
i b
d
a
g
 n
id
 d
u
// sn
a
g
s p
a
s b
sgom
 p
a
r 
b
y
a
 b
a
l;l
o / 
I a
n
en
a
 m
a
rr
trel)
a
 sp
h
a
ra
l)
a
-sa
:rp.
h
a
ra
l)
a
-y
og
a
ta
l;l
 // 
(4) 
I l;l
d
is. n
i sn
a
g
s k
y
i rn
a
l-l;l
b
y
or gy
is / / sp
ro
 b
a
 d
a
ii
 n
i b
sd
u
 b
a
r b
y
a
 / 
II 0
:rp.
 v
a
jra tm
a
k
o
' h
a
rp.
 II 
I 0
:rp.
 v
a
 jra
ふ
tm
a
-k
o
h
a
rp.
 I 
⑪
 
⑫
 
sa
rv
a
-: b
u
d
d
h
e�u
 y
a
t k
a
y
a
rh
 
n
ira
b
h
a
sa
:rp.
 n
ira
la
y
a
:rp.
 / a
ja
ta
m
 a
k
:rta
:rp.
 su
d
d
h
a
:rp.
 a
b
h
a
v
a
d
i-v
iv
a
rjita
:rp.
 // 
I sa
ii
s-rgy
a
s 
k
u
n
 g
y
i sk
u
 g
a
ii
 n
i / sn
a
ii
 
b
a
 m
ed
 cin
 g
n
a
s p
a
 m
ed
 / / m
a
 sk
y
es 
m
a
 
b
y
a
s 
<l
a
g
 
p
a
 
n
id
 / / d
ii
os 
p
o 
m
ed
 p
a
·la
 sog
s s
p
a
n
s / 
⑪
T
1, 2, sud
d
h
a for sar·va .
⑫
P
1, ajatak
:rtak
a:qi.
(4). P
, 1,1.
d
i,
a
cch
ed
y
a
b
h
ed
y
a
g
ra
h
y
a
:rp.
 
ca
 
d
h
a
rm
m
a
-k
a
y
a
:rp.
 
n
iru
p
a
d
h
il;l
 
v
a
jra
tm
a
k
a
:rp.
 
sa
:rp.
b
h
ii
ta
:rp.
 
ev
a
:rp.
 
v
a
jra
k
a
y
a
:rp.
 
n
iru
t­
ta
ra
:rp.
 / 
/ g
ca
d
 m
ed
 d
b
y
er m
ed
 g zu
ii
 d
u
 m
ed
// ch
os k
y
i n
i g
zu
g
s m
ed
 p
a
// rd
o-rje b
d
a
g
 m
ed
 y
a
ii
 <l
a
g
 g
y
u
r // rd
o- rjel;l
i 
sk
u
 n
i g
o_Ii
 n
a
 . m
ed,
/
 
/ p
u
n
a
s tµ
v
a
jra
k
:rta
:rp.
 
b
h
a
v
a
y
a
m
i b
h
a
g
a
v
a
n
 s:rl)
v
a
n
tu
 sa
rv
a
ta
th
a
g
a
ta
l;l
 / 
/ d
e lta
r y
a
ii
 d
e rd
o-rjes m
tsh
a
n
 p
a
 b
sg
om
 p
a
r b
y
a
 b
a
 / b
com
-ld
a
n
 ];i
d
a
s d
e b
sh
in
 g
segs p
a
 th
a
m
s ca
d
 fi
on
 cig
 
⑬
 
p
u
n
a
 v
a
jra
sa
tv
a
:rp.
 sa
rv
a
k
a
ra
-v
a
rop
eta
:rp.
 b
u
d
d
h
a
b
im
b
a
:rp.
 v
ib
h
a
v
a
y
ed
 a
n
en
a
 m
a
:rp.
trel)
a
 
yai:t 
ni rdo-rje 
s
e
m
s
 
dpal}. 
ni // r
n
a
m
 p
a
 k
u
n
 gyi m
c
h
o
g
 ldan p
a
/
/
 sai:ts-rgyas 
r
n
a
m
s
 kyi gzugs brfian ni // l}.di 
yi snags kyis b
s
g
o
m
 par b
y
a
 /
 
II 
Orp. 
y
a
 thasarva ta thaga tas ta thaharp. 
I
 0:rp. 
ya-tha sa-rva-ta-tha-ga-tas ta-thふ
harp./
⑭
 
kayarp. guhyarp. tathacaryya-gocararp. tatvabodhanarp. // parp.cakarabhisarp.bodhi-sarvabuddhatmakarp. subharp. // 
/
 sku d
a
n
 gsan b
a
 de bshin spyod // spyod yul de fiid 
rtogs1 p
a
 ni // m
n
o
n
 par b
y
a
n
 c
h
u
b
 r
n
a
m
 p
a
 Ina //sans-
rgyas k
u
n
 gyis b
d
a
g
 fiid 
dge /
 
⑬
 
T1, 2, 
o
m
 anena mamtrena. 
⑭
 
T1, 2, 
dharir;;ye 
before 
kayarp, 
（
白
）
『
A
r
n
na
 yamafi jari』
Dfol,
2
 b
U
 ,
 Pfol 3
記
，
（
自
）
『
A
m
n
a
y
a
m
a
f
ijari』
Dfol.
104 a1-5, 
Pfol. 
115 b
見
116
a2. 
（
吋
）
『
A
m
n
a
y
a
m
a
豆
jari』
Dfol.
106 a4, 
Pfol. 
118 a
u
.
 
(ベC'l)
『A
r
o
n
ayamafi jari』
Dfol.
111 b
た
112
al, 
Pfol. 
124 a4屯
ぼ
）
「
udarab
u
d
d
h
a
 vi9a y
a
s
a
m
a
 vasaraIJ.am y
a
 thasa ya-sarvasa tvasamdarsana-sarp. to9a!).iya」(『
D
a
s
a
b
h
血mikasutra』
ed.
b
y
 J. 
R
a
h
d
e
r
 p. 
15, JJ, 
『D
a
s
abhumisvaro m
a
h
a
y
a
n
a
s
u
t
r
a』
ed.
by. 
R
,
 K
o
n
d
o
 p. 
20, 
11. 
15-16. 
D
N
o
.
 44 fol. 
178 a
 
7-b1, 
P
N
o
.
 7?1. 
fol. 
62 a. 
『K
+
猫
溢
』
米
国
芍
ば
釦
(cd
I' 
『
＜
十
猫
溢
』
米
国
十
,
.
1
 <11
噂
゜
（
苫
）
『
Amnayamafijari』
Dfol.
117a6-ll8a1, P
 fol. 
130a1-b
見
ぼ
）
『
Snags-rim
chen p
o』
Pno.
6210, 
fol, 
138 b
U
,
 Delhi
怜
s.
341
叫
（宮）
cf. 
『T
H
E
R
E
V
 AJ
R
A
 T
A
N
T
R
A』
pt.
II 
(ed.by D. L, 
Snellgrove), 
II, 
v, 
(hevajrabhyudaya-patala) vv, 
19-20 
13-18. 
(
芯
）
『
A
m
n
a
y
a
m
a
f
ijari』
Dfol
118 a1-b4, 
Pfol. 
130 b
凡
131
a8. 
啜
）
『
A
r
n
na
 yamafi jari』
Dfol.
118 b5-119 a7, 
Pfol. 
131 b2-132 a
見
（宮）
芸
ヨ
抵
謝
I'~忌
睾
儘
契
1
 111回ー
ば
嵐゜
ぼ
）
『
Snags-rim
chen p
o』
Pfol.
136 b旦
Delhi
怜
s.
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撼
早
憐
起
・
廿
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眸
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餐
嶽
纏
（
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l
